
大東町の食環境と住民の健康に関連した食行動
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要 旨

本調 査 の目 的 は、 １．大東 町の食 環境を把握する臼 ２．貧血 （ヘモ グロ どン値カ甥 性 １３．９㎜ｇ畑 以 下 女 性

ｕ．９ｍ敦釧 以下） と総コ レステロール高値 （男女とも ２２腕敏棚 以上） の地区分布と食行動の特徴を把握す

る竈３．吉岡彌弥生記念館主催健康セミナー（以下セミナーと称す）翻 謄 を対象に、複数回参加者の食行動の傾

向と年 欄…ｊに食の伝承する行動の積極性を把握することである。調査方法は．食生態学的手法による食環境調

査と、基本健康診査（以下健診と称す）受診者とセミナー参嫡者を対象に、自記式の食生活調査票を用いて行い、

同意を得られた健診受診者１５２２名（回収率 搬 蝋｝、セ薫ナー参痂者３７９名（圓収率 鮒１％）を角斬 対象とした。

ここでの食環境とは、生活者がふだん食物を入手する方法に視煮を当て，その土地で生産される農作物と食物

の流通先である商店等の所在及び商晶の内容を 塊 理酌条件、労働状態などの杜会的条件と合わぜてとらえた

も の で あ る。

結果、１．大東町の食環境は地員面積で嗣燭の割合淋 鍛８％見られ、
北部と南部で生産される作物の違いが昆

られた。北部は茶、水田など農繁期の明確な作物に対し、南部では通年で農繁期となる燭作物が生産されてい

るむ２、貧血 者の割合は７０ 才代が地 区内 で最 も高いことに加 完て、南部の ３地 匿、千浜東、千浜西、国浜 で４０，５◎

才代の警給 が高かった。総 ヨレステロ ール値高値者の割合は、全体 で男性 よりも女性に高く、男性 では ４０，５０

才代 に，女性では ５０，６０ 才代が高かったむ地区では申央部の東犬坂、申、三弁の害 姶 が高 かった。これ らの地 区

では、４０ 才代の主要食物摂食頻度の低さカ混 られ危む野菜や大豆の頻度、６０ 才 代７０ 才代に食情報の伝達の

積極 戯ミ低いことなど
、
健康状態に伝統的な食事の継 酌 潤 連すると考えられた

。３．セミナー参カ暗 では、得

た知識を伝達した割含カ惨加回数に関係なく約８跳 であっ た 伝達相手は参加回数カ糟 乏るに従って家族よ

り も隣人・友人へと広がりが見 られた。また、主要食物摂食頻度、食事の健全さ得点お参加回数が増 えるに従っ

て増加していた竈以上の結果からは、食膚報や食物の家族や近隣間でのやり取りの重要陸と、獅 才代の住民を

対象に地区特性を踏まえて食の伝承する行動を重視した食教育が重要と考完られた

はじめに

昨年度の調査結果から、
大東町住民の食生活は、

大豆と野菜の摂食頻度が高く、 地域の作物を利用

した目本型の食生濫カ§営まれていること、 食僑報

のやりとりに家族と地域のネットワークカ活踊さ

れていることが示された。 また、 健 蹴青報の入手

には、 マスコミが最も活周されているが、 吉岡彌

弥生記念館主催健康セミナー （以下セミナーと称

す） からの知識を家族や友人・痢人に伝達した人

も８割に上り、 セミナーからの清報発信の有用性

淡示唆され危 蝸
。

今 年度はこ れらの結果を基に、 １．大東町 φ食薫

境 を把 握す る。 ２。貧血 （ヘモ グロ ビン 値が男 性

１３
．
９ｍ 敏証 以 下

、
女 性 １１

．
９醐ｇ畑 以 下） と 総 コ レ

ステロール高値 （男女とも２２１㎜包砥 以上） の者

の地 区分布と 食行 動の特 徴を把握 する。３．セ ミナ

ー参力暗 を対象に複数回参加者φ食行動の傾向と

年 糊リに食の伝承する行動の積極性を把握するこ

と蓼以上を圏的に調査を実施した
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調査方法

１、 対 象

大東町の基本健康診査受診者（以下健診と称

す）で、調査に同意 を得られ た １５２２ 名、及び、平成

１２ 年度セミナーの参加者（大東町住民とそれ以外

の地域佳民を含む）で調査に同意を得られ危 ３７９

名 で あ る
。

２Ｉ 調査期間

食環境調査は平成王２年８月７・８・９員の３良間に

実 施 し た
。

健 診は平成１２年７月 中旬から至夏月 申旬である。

セミナー調査は平成１２年毎肩 か ら平成夏３ 年３

月ま での８回、延べ８ 目間である竈

３． 調養内容と方法

食環境調査は、食 生態学的 手法に基づき、その 地

域に暮らす生活者淋ふだん食物を入手する方法に

視点を当て、地理的特性と食物の流通特性に労働

状況などの杜会的条件を重ね合わせ危ものである。

今回は地理的特陸として土地活用と農作物の特徴

を、食 物の流通特 性と して、小売唐、禽販機、無人販

売、飲食店の所在地と内容を、現地は赴き観察及び

イ ンタ ビューにより実態を把握 し危。

健 診では、各地区の検診結果に加完て、検診時に

自記 式φ食 生活調査票を酉硫 し、同冒回収と した。
一 部地 区（千浜 東、千 浜酉、国浜）は健診 終了後、自

宅 に調査票 を配布 し郵送調査と した。

調査内容は、食清報のやりとり、主要食物摂食

頻度と食物の入手、食価値観として食の重要度で

ある．但 し、今回 の報告 では貧 血、総コ レステロ ー

ル値カ塙値の者の地区別分布には、平成１１年度の

健診 結果 を使用 した。

セミナー 時の調 査は、昨年度と同様に、食と健康

の謄報のやりとり、主要食物摂食状況、食事の健全

さ について、自記 式による調 査票 をセ ミナー 当貝

醜布 じ、終了後 に回収 した
。

結 果

１． 大東町の 食環境

大東町の食 環境を図１ に示 した藺

１） 地理的特性

① 土飽活用

大東町の地勢は、東西 に６ｋ血、南北９ｋ応、総面積

４５．９９蛙 ㎡で、南は太 弔洋に 面 し、北 は掛州 市 に隣

接している。地目面積で、霜燭の利用 は １７８５ｋ 赫

（平成１１年度現在）⑳で総地員の３８．８％であり、地目

別にみた割合は最も多 い 宅地はａ４１ｋ赫で、山林

は ８
．
鵡蛙 赫 勧 で あ り

、
そ れ ぞ れ 総 地 目 の １逸Ｏ％

、

１＆４％と なって いる。困畑 の地 冒面 積か らその構

成 割合をみると、 田が 搬６％、茶園が３岬 ％、畑 は

２蝿％であった（平成７年）③

② 作物の綿教

生産され ている 作物は、北部の上 土方、土方、下

土方、上佐 束地区に茶、果樹、犬豆、野菜の栽培が多

く、下佐東
、

睦三
、東 大坂 地区で は一 級河洲 が通 り

水田が多 い豊こ れらの地域は、農繁期と閑期が明確

になるの に対 して、海沿 いの浜野、三浜、国浜、千浜

西、千浜東地 区は、土壌 が砂地でイ チ 弐 スイカ、メ

ロ ン、トマ トな どの燭作物 を生産して いる。この地

区はハウス栽培が主 であるこ とから、 １ 年申農繁

期 となっている。

③ 食物生産への関与

犬東町の就業人口からみた主な産業は、製造業

か ４２．５％ と 最 も 多 く
、

次 い で 農 業 の 王５
．６

％ で あ っ

た 孔住民の食物生産への関与として農家人口（１５

茅以上の就 菊 をみると ５９４０ 名 で、総人口 に占め

る 農家人Ｐの割 合は ３αＯ％ であっ た。このうち農

家だけに従事 している人は ２１６９ 名 で農家人口の

３６．５跳 で あ っ た 勧
目

２） 流通特性

① 小売店

食物や食材の販売をしている小売店を図１に示

した。 街の商業地である県道大東相模線沿いに店

舗 の集 申が昆られた。内訳は、大型スーパーが２店、

農 協の店 舗が３店 （ミナク ル市 を含む）、コン どニ

エ ンスス トア が ７ 店 舗見られた
。その他に魚店と

表示 して ある 所が ５ 店あったが、殆 どの商店は食

材 を限定せず、多種多様な食 材、食物を販売 してい

淀
。

② 自動販売機

自販機 では、卵 の自 販機 を図王に示した。師内に

一 ３２ 一



は全部で５ヶ 所であっ た。鶏舎の脇に１ヶ所あり、

他には掛州 大東線沿いなど、 比較的店鏑の少ない

地域に点在していた。飲＊物 自販機は、町内至る所

に多数あっ たカミ、今 回の図上の表示 からは外 し危血

③ 無人販売

無人販売 は、全部 で８ヶ所にあり、図１に示 した。

殆 ど那、畑の端め道 路に面した所にあり、野菜や畑

作物の販売が主であるが、魎にも祭祀物等が売ら

れていた竈町の中心部よりも北部や中心地でも小

売店の少ない地域に位置し小売店の代替として機

能 し て い た
竈

２， 健診と の関連

１） 貧血、高コ レステロ ーノレ値の注圏地 域

平成１１年度φ健診結果（炉３１０１）から、貧血を示

す ヘモ グロ ビン値 低 値者（男 性 １３．…㎞ｇ／ｄ１、女 性

ｕ．９㎜敏ｄ１ 以 刊 と、総ヨ レステロ ール値高値者 傷

女と も２２１㎜４秘 以上）の割合 を地 区別 に見た竈
ヘモ グロ ビン値低値者 の書給 は図 ２ である。総

数が３０％以上の地区は、千浜東 蛆０％、国 浜３７．跳、

千 浜 西 ３３
．
７％

、
三 浜 ３３

．
１％

、
睦 三 ３２

．
０％ で あ っ 定

。

海沿いの地区の割含カ挽 較的高くなっているむこ

れ を 年イ棚 ｊに
、４０～４９ 茅

、５０～５９ 才
、６０～６９ 才

、

７０ 才以上の ４区分で兇たもの淋図３ である曲いず

れの地区も男女とも７０才以上に多く、年齢が下が

るに従って割合は減少する傾向にある。男性を見

る と ７０ 才 代 で 三 浜 が ７５
．
１％

、
浜 野 ７１

，
４％

、
国 浜

６８．５％と３地区が高率であった。６０才代では、千浜

東４２．１％、東 大坂 狐０％、三浜３脆 ％淡比較的高率

であ っ た。 注員 さ れ る の は、５０ 茅 代 の、千 浜 東

５０．０％、 千 浜 西 ５０．０％
、

国 浜 ３６．８％ で あ る。 こ れ ら

の地 区は同年代の他の地区よりも、この地区の ６０

才代 よりも割 合が高 い亡ま た、４０ 代は どの地 区も

どの 年代よりも抄 ない秘、三浜は２王．工％であっ危自

これ より、
男 性では、

海沿いの地区の割 合が高いが、

中でも千浜東、千浜西、国浜地区では δ０ 才代の比

較的若い世代の男性の割合が高いことカ辮 徴とい

え る
邊

女性を昆ると、７０ 才代の割合が高く なっている

の は男 性同様であるが、次に高いのは４０才代であ

っ た
。４０％ 以 上 の 地 区 が ５ ヶ 所 あ り、千 浜 東 ５０．０％

、

睦 三 ４６．２％
、

上 佐 東 ４２．９％、東 大 坂 ４Ｚ８％
、

下 佐 束

４１，２％ で あ る。６０ 才 代 は、 国 浜 ４７．４％
、

千 浜 東

３２，１％ の 割 合 が 高 く、少 な い 上 土 方 ４．９％
、

中 ５．Ｏ％

と 開き淡あっ淀。５０ 才代は他 の年代に比べると割

合カミ低く、国浜の２ａ９％カ撮 高 になっ ている。こ抗

より 女性の貧斑は、７０才以上と４０ 才代 に多く、５０

才代、６０ 才代と総合すると千 浜東、千浜西、国浜地

区カ漕 姶の高い地匿といえる藺

総ニル ステロー ル値 高値者 の割 合は図４である邊

総 数で割 合の寓い地区は、三井 姐Ｏ％、東犬坂

姐．６％
、

申 ３泓６％
、

千 浜 西 ３６
．
８％、

浜 野 脇 ２％、
大 坂

跳３％、睦三 ３３．３％であった藺 鰯Ｉｊで見 ると、いず

れの地域も男性より女性の割合カ塙くなっている。

女性 を昆ると ５０％を越えた地区は、東大坂 ５３．４％、

三 井 ５１．１％と ２地区あった。これを年 棚リで見る

と、男 性では、４０歳 代の害恰カ塙 く九７０歳 代が低く

なっ ている。この申で 土方地 区の男性の４０～４９才

だ けは、対象者が １名（ｎ＝１）で あっだ危 め除いて 結

果 を 見 る と、千 浜 東 の ４０ 歳 代 が ８研 ％、浜 野

６αＯ％、東大坂 弧Ｏ％と高率になっている蓼５０才代

で も上佐東 ６０．Ｏ％、千浜西 ５αＯ％で あっ た 女性

ほ、男 性とは逆で ４０ 才イ勅ミー番少なく、各 地区の

合言十で ２４２％で あ り、５０ 才 代 蛎．３％、６０ 才代

４ａ０％であっ た。これを地区別 に見ると、女性 は地

区毎にその傾 勅ミ違うこと淡特徴とい免る、浜野

で は７０才代の５５．５％淋最も高率であったが、千浜

西、東 大 坂、下 佐 束 は ６０ 才 代 に多く、そ れ ぞね

７２
，
３跳

、
７０

．
Ｏ％

、６２
．
５％ と な っ て い る

凸

以上より、ヘモ グロ ビン値では、千浜東、千浜西、

国 浜を、総 ヨ レス テロー ル値で は東大坂、申、三井

に、郷 才代の男性の割合カ塙 い千浜東と ６０ 茅代

の女性が多い千浜西を加え注目地区とした白

２） 注目地区の食特性

⑪ 対象者

対象者は、調査に同意 を得られた １５２８ 名申、有

効 回答者１５２２名 である。総回 収率は５０１４％であっ

た竈この うち郵送 調査の 千浜東、千浜西、国 浜地 区

の 回 収 率 は ７五．４％ で あ っ た
。

対象者を地区別に見たものカ葦、 表１である。 総

数 １５２２ 名 のうち、男 女構成 比は １：２ であった邊

こ れを年ｆ棚ｊに見たものが、図６である邊町全体で

遂Ｏ 才 代 が ２２．２％
、
５０ 才 代 が ２０．８％

、
６０ 才 代 が

一 ３３ 一



袋丼小笠線

プ

至掛川
糊１１大東線

福良犬須賀繰

／ 区ヨ 茶畑

〔コ 水田

区コ 畑

め 果樹

○ 小売店
▲ 無人販売
▼ 卵自販機

Ｎ ＼ 至御前崎
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図１ 大 東町の 食環境図
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駿望 へ景グ鰯ビン植艦纏奮麹 醐 鰯 禽

緊鐙

額 漕 豫 簸 簸

駿藪 へ筆グ獺ピン櫨艦艦奮麹鰹 噂 齢灘翻禽

嚢縫

舳
ゑ

等

幾

繁

蔵
率 團 蔓 慧 次 ゑ 繁 下 愛 太 ぷ 万 駿 傘 嚢

嬢 藻 蔑 簿 蝦 鋳 衣 宏 鳶 災 鍍 鍍 差 鉢

繭 蟻 鳶 浅 嚢 潔

鐵銘 簿コレス予獲一 ル 蔑 鰹蕎 遜 蟹 綴 翻 奮

緩籔レ黒膏鰹一狐 鋤 棚ダｄ鰍 ぷ

晋 畢 鰯 擬 星 棄 曼 寮 下 立 丑 上 下 簿 串 藍

溺 藤 濫 疑 醸 鰯 静 武 立 薄 立 俵 艦 董 擦

箆 麺 擬 窟 旛 擦 薫

鰹餐 総纂レ汲予獺一ル績薦櫨蕎磁墜 噂 齢霧鰯 禽
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３０鵠６％
、
７０ 才 以 上 が 鑓

曲
３％ で あ つ た

蟻
注 實 施 区 の

隼 鈴構成 の翻 含を 蒐ると茂千浜東 では、４０ 才代 が

ｕ覇６
％
、δＯ 才 代 総 ３％、６０ 才 代 ２δ歯６％、７０ 才 以 上

翻 鯖象蕎の塘屡蹴構蔵翻禽
数億：人（鴨）

総数 緊 女

平漠藁

平藻襲

騒 漢
三 漢

漢 野
大 蝦
三 勢

察大蝦

下丈芳

立 方

上土方

上像棄

下俵窯

睡 三

串

雛 （辱睡７）

棚 （納）

頂㈱ い曲⑪

鳩⑪ （魯囲騒）

鶴 《辱囲簿）

η盆 ｏ噌蹄鋤

晒⑩ （轡睡蟻）

榔蟻 く蟻囲葛）

補鳩 い囲魯）

噂７ 《藪曲む

頂η 《７輻７）

鈍 （野掴⑬）

頂鰐 《７囲め

η い哺噌）

帷噌 （魯鞘⑳

（轡鞘Φ

《ふ⑤

（野，魯）

い臨⑪）

（乱妙

《推曲略》

ζ轡蹄７）

（７囎⑰）

ζ＆勧

（ふ功

（簿輻蟻）

（般）

《鮎）

い
。
鋤

《鮎）

闘 く 榊
、

銘 （概）
禍 い臨蟻）

躰 《聾輯釣

靴 ぽ７）
榔轟 ｏ⑩韓７）

咽⑪⑪ く 蝸）

概 《蟻蝿７）

碑 け囲硲）

鰯 ㍑曲⑩）

鑓 （雛》

聡 （騒囲轟）

棚 く＆７）

蟻 く蝸〉

禍 け，鋤

町 金備１ 概 盟（柵岨⑪） 弩崎 （柵 蝸） 噌⑪⑪樽《榔α⑬）

紛５％と、唾Ｏ 才代、５０ 才代がやや少ない勢恰 と な

つている蟻東大坂は 堪Ｏ 才代が 鍬 脇茂鋤 才代

滋輻鰍、６０才代 孤３％、７０才以 上ゑ眺 ％と 鶴 才代

の翻含がやや多かった 申も 郷 才代３３鵠跳鴻馳 才

脇 蟻蝋 竜竃瀬鵜

予 藻棄

平 漢繭

醸１ 藻

三 漢

漢 野

大 蝦

三 弊

翼大蝦

下 土方

土 寿

上 土宥

上 艦藻

下 俊策

嬢 三

串

解雛

照帥

絆頂㈱

瞭 招⑰

碍雛

帳 η窟

妖 沌⑪

鮮 沌藪

解噌鳩

解郁

昨噌η

解蜘

晴 柵蟻

炉 η

絆 惚噌

の ６ 段踏より一つ選択してもらレ＼食拳の重嚢度

と し た
鹸 関 ７ で あ るぬ

鐵犠 馳鶏 蝿鐵偽

跡金 擁 絆 摘 般

麟 飽匿蹴隼齢構蔵

代 蘂葡脳、６０ 才代 ３３輻⑭％、７０ 才以上 脆 跳 と ４０

才代、６０ 才代の割 含がやや多かった籔

② 食寮の璽要度

ふだんの生溝の申での食寮をどのく らい璽要

と思っ ているかを は曲㎞番璽翼∬鴛癌二番 賢∬３蝿三番

胃パ４鰯番賢 篶融五番 副 恰それほど重要でないＪ

鰯７施醒餓禽籍⑳竃繋麓

一番璽翼と圃答したものが、町全俸で ８蝸％で

あった繊２～５ 番 貿としたものが 猛 跳為それほ ど

重要 でないは 脳 ％であった鴛澄萬施区を蒐 ると、
一 番 重 翼 と した審蟻含 が、平 浜 東 ８３軸鍬 祇チ 浜 酉

８紋五％
、
醸滋泰７７

盈
６％

鴨３
較フ蟻 更⑬五轄五％偽

呼選７７軸６％茂二
三φ幸

狐 鰍 であった，大策野全体で ８ 翻以上と商率で

あり茂注員飽 鼠もいずれ も商率であった燃

これを祇各飽区の隼鯨構戚鱗録に五と働答した

ものの翻含を出し為さらに遜匿肉での隼鯨構成灘

閥の翻含を出 し比較 した ものが筏 騒８ である獺

噌籔繊
曲
繊

平 千 麗 三 東 中 的

藻 浜 浜 弗 大 金

東 繭 蝦 館

圏轟 澄 婁 聴 墜で 食 事を一 醤 婁 蟹 とした蕎 の

牽代聯翻禽

チ浜東の６０才代、申の７０才以上の審恰がやや

少なかった、堪０ 才代は どの地 区も は凄平均 して ８

翻敵後 であった、

一 跳 一



③ 食情報伝達の積極陸

食 情報伝 達の積極 性は、 園轡で ある。 食 につ い

ての知 識を積 極的 に人 に伝 完る 姿勢 を，
は．積 極

的に伝完る方 ゴ藪．伝克ない方 ゴ３．聞かれたら答

定る程 劇 の３ 肢より、王 肢選択回答と し花。

嗜髄 馬ｑ
１誰 鵡 芳 １

漸

鰯§ 食 構報 儀 違 ⑳ 積糧 健

全体で、姐 跳 が積極的に伝吏る方と圃答した。地

区毎の割合は、上土方が 鍬餐％。申 鋸，脇 であり，

千浜東 鑓．蝋、千浜 頭３３。跳，園浜 踏 蝋 と多少差

秘 あ っ た
昔

これを濠目地区の隼齢構成別で屍たものが図

蜘 で あ る。

全体的に ｗ・ラジオが多い。友 人・知 人の割 合と、

家族の審拾 はほ ぼ同数 であっ 花蘂保隠セ ンター
、広

報、講演会の 活用 割 合は低 い鉋注目 地区で は、千浜

西と東犬坂、三井の家族の害姶 かやや低い。三井は

友人・知人の割合もやや 傲 噸向にあった。

表２ 地 醐 畦要食構報源
数 健１聖

傑健

ｗ１秘着 演人飽人 家籏 恕 功 一 慮轟 講演会

苧藻棄

平浜函

鰯 藻
三 浜

藻 野

大 坂
蔓 井

棄爽坂
不土芳

立 方

上土浅

上俊東

下像東

鯵 三

串

醜
，
§

６６
．
望

闘
．
３

鍋
．
碍

酬
．
轟

鰯
。
逐

騎亡竃

鑓
，
？

搬
．
轟

鑓
．
望

鑓
，
導

鯛．餐

概
、
餐

醜
．
轟

鎚
．
５

３嬉
．
６

３８
．
５

期
．
？

幻
，
６

蘭
。
｛

３？
．
て

鴉
．
３

鰯
．
喜

鑓
．
餐

刃
，
３

紹
．
？

繍
。
愛

鑓、３

２⑬
。
逐

郷
。
凄皐

⑤ 主要食物摂食頻度

主要食物の摂食頻度を得点化し危ものは表８で

あ る
む

表 § 窒 要 食 物 摂 食 頻 慶 得 煮

摂 食 頻 慶 得 煮
轟 歳 級 上 嚢 ⑳

畢 簿 魚
綴 舎 駕

棚 鉋㍉

ｒ 一 ‡ 測
ｃ，竈 一 一 止 」

苧 景 灘 災 繁 牽 駁

蔑 漢 浜 幾 爽 蜜

繋 麺 簸 鯵

璽 郷 漉翼 遡獲 ⑳ 寧 代麟喰 情 綴 儀 蓬⑳ 積 糧 控

中以外は ７⑪ 才以上の割合が低い蛯千浜 東 千浜

酉、国浜と三井、東大坂、串では蟻ｏ才代の積 極性に

違いが昆 られている竈

④ 食清報源

食の青静 鯛 は表 壌 である。主要なものを複数回

答 で求めた蓼

予 浜 薫

平 浜 西

園 漢
三 浜

浜 野
犬 蝦

隻 井

繁 爽 蝦
下 立 労
土 芳
上 圭 方

上 像 藁

下 儀 東
睦 蔓

串

餐
，
毛 ± 婁

．
逐

逐
、
望 堂 ２

，
３

惑
，
婁 ± 望

。
婁

§古毛 全 蒙．馨

奪
，§ 金 婁

。
６

５
．
鐵 ± ２

．
§

蓬
、
婁 童 望

，
餐

遷
．
６ 全 婁

。
６

壕
．

§ ± 望 ．？

餐 ．◎ 圭 望
．５

§、
望 念 愛

。
５

§
。
毛 圭 望

。
餐

§
．
一 愛 望

，
嚢

５
．
壕 立 ２

。
⑬

嬉
，
フ 受 望 ．竈

乖 §
．
魯

雫 ⑬
、
壕

７ ．嚢

望 婁
．
薯

ユ §
，
簑

て ５
由
？

乖 §
。
３

｛ δ
．
餐

望 ⑬ 、３

皇 毛
、
婁

歪 フ
由
圭

愛 ⑪
，
⑬

葦 遷
。
？

愛 §
．
５

乖 導 由簑

町 金 撚 逐
，
§ 立 婁

。
§ 韮 ？

，
鐵

窪 蔓 食 物 湖 綴 簿 ⑳ 濠 愛 頻 療 １凄 百 鰯 ，
率 乳

、
魚 爺

籔 翁 籔 濃 箆 欝 藁 幾 慾 野 薫 肯 黒 物 １：： つ い て コ

驚 、 鰯 腿 ｛ 大 夏 襲 鳩 滋 藻 籟 い 亀 馴 こ つ い て

遼 鰯 駁 ぷ ６ 濠 飼 二 鈴 し て 各 ギ歳 ㍑ 、奮 諭 簿 薦

蒙 纂 鑓 し 怒 刮
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主要食 物と じて１０晶目、卵、牛乳、魚介類、肉類、濃 町全体で平均一無は４９点であった，８点 以上の者の

い色野菜（緑黄色野 菊、淡色野 菜、果物につ いて １ 割合 は １７．０％であった凸注貿 地区を見ると 千浜西

目 １ 回 以上、大豆製晶、海藻類、いも類について は が 略２点、国浜 蝸 点と低い自こ の地区 では８ 点者

週３回以上の摂食につき １点と し、合計１０ 点満 点 割合 も低く、特 に国 浜は ７．５％であり、摂食 物のバ

で得点化 した。８ 点以上を摂食 頻度が良好と して、 ラ ンスに偏り がある ことが予 測され る百これ を各

平均点と８ 点以土のものの翻 合を見た。 地 区の年 欄リに見たものが図１１ である。

ｌｒ紅舷幾＊簑頸・“ 汽 ザ 事劃
２

１

０
千 乎 籔 ε 湊 大 三 東 下 ± 上 上 下 睦 亭 卿

浜 涙 湊 湊 野 坂 券 夫 土 方 土 佐 佐 蔓 全

東 酋 類 方 方 東 東 体

図１１ 主 要 食 物 摂 食 頻 度 得 点年 代 激 平 均 点

町全体を昆ると、平均点は年代の上昇と共に高く

なっている。いずれの地区でも４０ 才代の平均点が

低く、町全体では４１０点である竈５◎才代、６０ 才代 は

地区による違いが見 られている。７０ 才代 は他の 年

代より高 州頃向にある中で、千 浜東、千浜西、国 浜、

浜野地区淋低い得点となって いる竈注買 地区では、

千浜酉か どの年代も低く特 に５０才代は３．５点と低

い衙東大坂、三井 は ４０ 才代の 総コ レステロ 山ル値

が 高い割合が多 いにも かわらず平均点が ３．３ 点と

低 い竈このこと は、
バラ ンス に偏りを示す可能性が

高 い。また、これ らの地区で は、隼代 聞の開き 淋犬

き い箒

これら踏ま 完て、主要食物の申から緑黄色野菜、

大豆、
肉類の良好な摂食の割合を見たものが図 １２

である。昨年度の調査結果から犬東町の特徴を示

すと考えられる、 緑黄色野菜を毎員王回以上は食

べる、 大豆を週３回以上食べる、 肉類を毎冒たべ

ると回答 したものの割合 である。

町全体で見ると、 緑黄色野菜の摂食を毎冒が

６４１％、大豆を週 ３ 回以上は ７０．Ｏ％と商い割合で

ある竈注目地 医の千 浜東、千 浜西、国浜飽 区はやや

低い割合 にな っている。特に 国浜の大璽は 独３％

にと どまっている。
肉類の摂食を見ると九即全体 で

は １８．６％ で あ っ た が
、

注 貿 飽 区 の 千 浜 東
、

千 浜 西
、

国浜で割合那低く、三井、東 大坂ではやや高い箒

更に、主な入手先に関して昆たも 肋 溜 １３であ

る百野菜と大 豆は生産と の関係 から、肉類，卵は購

入先の 特徴から見た。

野菜の自給率は高く、町全体で 舷 脇 であった。

無人販売も ＆８％と全体の約 王 割に藩馬されてい

るむお すそ分け も全体で ｕ。脇、棄大坂、犬坂 地区

では約 ２ 割見られた。全体的には野菜の摂食頻度

は自給 率の 高さと同様 の傾向 を示 して いる白しか

し、野菜 の摂食が比較 的低い千 浜、團浜 地 区で は、

野菜の自 給が ５３，脇、瓠、猟 を低い わけでは なか

った。野菜の自給が高い地壌はおすそ分けも割合

が高い傾 向にある が、二の 地区のお すそ分 けはや

や低レ 噸 向にあった
、

大豆の自給 は全体で ２７。脇 であった。おすそ分

けは野菜に比べると低く ５．跳 であった。無人販売

は全体に低く、活用されていない地 醐ミ６ 箇所あ

った大豆の摂食頻度は自絵率の商さと同様 鋤頃肉
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粛
薬を箆 酬
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べる
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三

下

佐

東

上

佐

棄

土

±

芳

±

方

下

念

方

薬

犬

坂

蔓

鉾

爽

坂

濠

野

三

浜

国

浜

千

浜

頭

千

浜

東

◎０１
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を示 して いると言 えず、自給が １６．９％の三浜や 睦

三で摂食率が約 ６５％であっ た。この地 区ではおす

そ分 けの割合 が高 かった竈

肉類は町全体のほとんどがスーパーを利用し

ていた。スーパーの割含カ批 較的低い地域は宅配

を含めた生協の利周も 多かっ た。卵は即内に ５ ヵ

所ある禽販機の利馬割合を見た。土方地区の利用

が一番 多かっ た骨

３． ２０００年 度セ ミナー参カ８者の 食生 活

１） 対象者の属性

今回の調査は、 セミナー８回分の参加者を対象

に実施 した。 総 参加 者は ６３１ 名 であった。そのう

ち ３７９ 名 から回答カミあり、回収率 は ６０．１％であっ

た。こ の申 で３６５名 分 を解析 に用 いた，対象者 の

概要は表４である

翻 セミナ ー 参カ嚢対 象 者の 概 要
数 遭：弐

総数 大東釘 地域

ｎ宝３６５ 〇三１３３ 蘂＝２３童

蛆１％見られた。最も参加回 数が多かった のは、犬

東 町の９回が五名、他 地域は１０回 が王名 見られた竈
２） セミナー参加回数別に見た食行動の特徴

セミナー参加圓数別に見た食行動は、主要食物

摂食頻度得点と食事の健全さ得点（巻末 添付調査

表参照）による食得点と、セミナーで得た知識の清

報伝 達 から見た。

食 得点 は表 ５で ある。

蒲 セミナ←参加園数易帳食得点
フ 棚 ｎ＝１３３、嚢 雛 ２１９

セミナー参加 回数

４昼 昌 ２圓嘗 ３回 目 ４回 以炎

棚 糊 知町潮 大竈町向畳 災卿 撒
雛 繍 他嚇窮 搬 茗 他地㈱

犬東町 ５３ 並 ４ ａ０ 並 ３ ａ０±２．２ ６，６±１．７

主要奮物 璃点
似 鮎 ２ 珊 。壮λ３ 。。地。 。。±。。

摸食瀕度
得 鳶勉 鯨 蟻上者 大東町 杁６ ２＆０ ２５．Ｏ 鮒７

脇完） 他繊 棚 棚 棚 跳８
鶴の健 鯨 姓 欄訂 δｚ５ 棚 棚 ９ｚ９
螢 鵯点註
画
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、
オ
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｛
．
司
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２８
．
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ヨ
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１
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７
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榊：鼻く．０１犬 藁跡と燧遜 域 畿

大東町の参伽者 は昨年と同様、６０ 才代、７０ 才代が

多く、約 ６３％を 占めており、平均年 齢 ５９．５ 才であ

っ危曲他地 域か らの参伽 は、周辺 地域の浜 岡町、菊

州 町、掛州 市か らの参カ鉋が 多いが、浜松市、袋井市

からの参加も増えており、静岡県全域に参加者淡

広が ってき ている。

居住形態では、大東町の約 半数が３世代以上の

同居となっており、他地域が約 ２跳 と昨年と同様

の 結果を 示 してい る。

食 物 生産 への 関与 は、
ｒ申心 にな って 行っ て い

る」 臓 極的に行う」ｒたまに手伝う」を合わせると

大 東町で は約７割カ欄 与 して いる。
セミナーの参加圓数では、全体で約半数が初回

で あるが、４ 回以 上も 大東 町で １７．５％、他 地域 で

大東阿の摂食頻度得点は、平淘点で参加回数 １

圓 簿 の も の が ５．３
点
、２ 回 目

、
３ 圓 園 が ６．０ 点

、
４ 回

帥 沌６点と参カ胴 数毎に上がっている。８点以上

の割合 も同様の傾向を示 しているむ他地 域では、参

加回 数 ３ 回員の ものが、平均点と ８ 点以土者の割

合と もに 最も高 い。平均 点は回数 による 差がそれ

ほど無い 淡、８ 点以 上の割合は 大東町と 同様に 回

数が 多い ものカ滴 く なって いる箏

食事の健全さ得点は、
「食べかた∬料理の組み合

わせ」ｒっくり方∬暮らしとのつな洪 刎 の中から

２０項貿に 回答を得て、加 算点を含めて ｎＯ、熱溝 点

で得点化 したものである菅８◎ 点以上で良好とされ

る，こ の ８０ 点以上の割合を見ると犬東 町では、
参

加回数が１回から３回竃までは約δ割でそれほど

差は なく、４ 回貿 以上のものは 蜂 似 上 であった。

他地 域は全体に養は少ない添。遜團以上がδ割と最

も 多く なっ ているむ

食得点を大東町と他地域闇で箆ると、摂食頻度

の乎均点は、どの参加回数でも大東町が高い鉋また、

食事 の健全さ得点も、どの回数達）犬東町に８０点以

上 のもの の割合 が多く、総 じて大東 町の食 得点秘

他 地域よ りも高 いこと淡 解る。
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セミナーで得た知識の情報伝達は、犬東町のも

の を 見 忠
。

表 ６ で あ る
。

表６ 夫 東 町のセミナー参 加 園 数別 セミナー 情 穀 の 伝達
数値１鴉

セミナ ー 参 滋 團 数

総 数 ２愛 昌 ３璽 蔓
ｎ＝ ５纈 ｎ ＝マ６ ｎ ＝、５

セミナ ー か ら 伝えた ８４
．
９ η．３ ９４，１

看尋た 顯彗議 の 擾えていな い １５
．
＝ ２２

．
７ ５

．
９

儀違

伝 え た 相 手 註１＝夫・妻 ６ 鯛 ８フー５ ６６．フ

殺 １９」〕 ６．３ ６．？

子 ２０
．
０ ６

．
３ 司３

．
３

隣 人・友 人・矢回人 ４８．３
３フ

．
５ ６０

．
Ｏ

驚昔
暮§、◎

禍
．
ｏ

奉フ．１

１１，８

２９
．
４

フｏ，６

滋 瀕 数愛嚢冒 ‡オ＝Ｐく
、
０１

セミナ ーで得た知識の伝 達は、総数で ８坐９％が伝

え て い る
昔

特 に
、
３ 回

、
４ 回 以 上 の も の の 割 合 は 高 い。

伝 完花相手 は、２ 回目で は夫・妻が 多いが、回数 を

重 ねるほ ど隣人、友人 の割合が 多く なっ て いる。

３） 食の伝承行動の特徴

大東町の食の伝承に関する行動を、年代別に見

た ものが表 ７ である。

食の 伝承に関する行動 は、伝完たい味、食情報の

伝 達、共 食（食 事の共有）からと ら完た。

伝 完た い味に っいては、
「ある」 と回 答 し花も

のが全体で７９．０％と多い。年イ棚ｊでは６◎才代、？Ｏ

才以上 により多く なって いる。実 際に伝 乏ている

もの は、５０ 才以上 では７ 割以 上であっ たむ伝 えた

槻 手 は、年齢 による違 いカ混 られた，６０ 才以上 で

は、娘、嫁茄多く、５０ 才以 下では、娘に次 いで息 子

が 多 か っ た
。

食 情報の伝 達を見 ると、積 極的に 伝完る もの は、

全体 の約 ４割であ った箏４９才以 下の割 合がや や高

い凸伝 完た相手 では、どの年代 も夫・妻 また は子で

あり、家族淋約 半数 であっ た。隣人・友人の割 含 は

４９ 才以 下で５ 割、５０ 才代、６０茅代 では６割 以上、

７０ 才以圭 で約 ４割 となって いる。主な情報 源は、

ＴＶ・ラ ジオ等のマスヨミカ鞠 半 数であるが、４９ 才

以下と７０才以上では家族からの椿報の害姶 がマ

スコ ミより も高いむ５０才 代で は友人・知 人がマ ス

ヨミ より高 い割合に なって いる。保 健セ ンタ ー は

全体 での割 合は低 いが、７０才以 上になると２割 の

活用が蒐られている筍広報、講演会も食肯静蔓の情報

源と しては割 合が少 なかっ た。

共食を見ると、全体で９割が大切と思って いる。

そ の申で、７０ 才代の割 合カミ約 ４割 であった、行動

化 の面で、でき るだけ家で食べている かでは、全体

の９割が実 践 している。逐９茅以 下では約７割 であ

る邦、年代があがるにつれ家で食べる割合は高く

な っ て い る。

表７ 大東 町の 年 代別 食の 伝承 行動の 特徴

数 纏：完

総数
竈＝ヨ２専

硲９才 以 下 ５０～５９ ６０～ ６９ ７０才 以 上
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味 な い
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、
Ｏ

幻
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８ ３３

－
３ １１

．
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．
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．
Ｃ ７１

、
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３
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０ ２９
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◎
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８ ７３

．
９

０
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４
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５ ２２
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７
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◎ ３３，３
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０
．
０ ０

．
０ ０

．
Ｏ
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０

７５
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０
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０
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０
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．
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、
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３
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０ ４７

－
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，
３ ４１

．
７ ＃幸

５Ｇ
．
０ ６４

，
７ ６３

，
９ ３７

．
５

縮 報 源 ＴＶ’ラヅオ
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．
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－
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．
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．
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１
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．
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０
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．
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．
５

２
．
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１
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．
０
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◎
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．
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．
◎ ８２

．
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．
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，
９
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．
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．
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考 察

１． 太東町の食環境と健診結果との関連

大東町の北部と南部では、生産される農作物に

違いが昆 られた。この地域の 農家人□は ３ 割であ

ることから、この違いが地域住民全体の食物摂食

や 労働 条件 に影 響 して いる と考え られる。賛血 者

が多い地区は、海沿いの砂地でハウス栽培申心の

１ 年中農 繁期 を迎 える 地区 に多く、高コ レステ ロ

ール者が多い地域は町の商業地域に近い中央部の

水田の多 い地区に多い。今回の調査か らは、具体的

な労働 量の違いは閉ら かでないが、このこと から、

口常の労働負荷の違いと食物の入手に違いが生じ

ている こと が考えら れる。

健 診結果の貧血、高 コレステロール 値を年齢、性

別 で見ると、地区 による 傾向に違い があっ た。貧血

は男 女と も ７０ 才 以上 に多い が、地 区により その

年代の 町の平均 を 大幅に 超える ところ がある。掛

川 市の 結果（平 成 １１ 年 度）で は、総 数で ４０ 茅代

３３．５％、５０ オ 代 ３１，９％、６０ 才 代 ３０．５％、７０ 才 以 上

５８．１蜥 とここでも ７０ 才以皿１二に多い。掛川 市に比

べる と、各年代 とも割合は低い が、貧血も高コ レス

テロール値 も ４０，５０ 才代 の壮年期 に割合 の高い

地区 があ るこ とに 対 して、要 困の検 討が必 要であ

る
。

大東町の日常の食物自給率は、農家人口の割合

から昆て、都市 部に比べて高い と考完られる。昨年

度の調査結果 からは、儲充的な 蘭本食を中心 に、大

豆と野 菜の摂 食の 良さと、食事全体 のバラ ンスの

良さは、自給や無人販売等の流通と関連している

こと が示 され たが １⑪
、今 回の 結果 から、野 菜や大

豆の摂 食 には、お すそ 分けも 関係 している こと が

考完られた。生産地に住むことは自分が農業を営

まなくても生産物を入手 しやすく、地域全体で見

ると摂食率は上がり購入率は低くなると考支られ

る。ま た、お すそ 分け は、日常 的な交 流がべ 一ス に

あって営ま れる 行為のため住 民闘の関係性も 示し、

大東町での食１青報のやりとりに近隣者の割合が高

いこ とを含 めて、食物 が住氏 のネッ トワー ク に重

要な役割を担っている地域であると考えられた

２． 食の伝承する行動から見た注目地区の特徴

昨年度の結果 から、貧菰に問題のある ものでは、

摂食頻度得点の低さと、食情報のやり取りの積

極性が低いこと
、脂 質に問題のある ものでは、摂食

頻度得 点は 高い が、バラ ンス に間題 がある割 合 が

高く、食情報のやりとりには積極的な割合が滴い

こ と が 示 さ れ た １王）
。

健診結果から見た注目地区では、同様の傾向を

示す地区と、必 ずしもそうで はない地区があっ た。

その理由の １ つに対象者の 問題が考えら れる。食

事の重要度は貧血の注目地区も高く、どの地区も

重要 と して いる 人が多 い結果 であっ たこ とから、

食事への関心が滴い人カ瑚 査に回答していること

が考えら れた。

その 中で、ヘモ グ田 ビン値 も総 コレス テロー ル

値も両方割合が高いとされた地区は、千浜西地区

を申心 に、摂 食頻度 得点が平均 より低く、その 要因

として野菜と大豆の摂食割合の低さが関係してい

ると考 えられた。離岡県の 申遠地区では、欠豆でつ

くる味 噌と”た まり”と金山 寺味噌 が伝承さ れる 味

覚の 中心 １２）とさ れてきた ことから、大豆の摂 食は

食文化の 伝承 に関係 している と 考えら れる。従来

農家では多世代家族が多く、日常の食生活も伝承

さ れやす いと思 わ れている が、子 ども たちの 食生

活から、必ず しもそう で はないこ と が報告さ れて

おり ㈱
。この地 区では、大東町 の他の地区に比べ、

食物の生産地であるが、日常の食生活の伝承が減

少してきていること が考乏ら れる。ま た、この地区

では食情報の伝達の積極性が平均 打）やや低く、

情報源に家族の割合も平均よ／）低い。健診結果か

ら、４０ 才代、５０ 才代 に間題のあるも のの割合の高

さから も、こ の世代 に従 来の日 本型の 食生 活から

変化が見られ ている と考えら 机る。

３． セミナー の参加回 数別 傾向 ＆食の伝 承する行

動の特徴

セミ ナー参加 回数別 傾 向か らは、大 東町で は参

加回数が多いほど食生活が豊かであると考えられ

た。ま た、セミ ナー からの 情報伝 達は、参加 固数に

かかわらす伝達者が多いが、伝えた相手の範囲を

見る と、参加回 数が多 いもの ほ ど、地域に働きかけ

ているとい完る。これは、セミ ナーに多数回参加す

る人ほ ど健康に関心が高く、食生活にも関心納高

いこと を示す と考え られる。 実際 には、参 加者の

多くは 家族や友人と連矛蚊 って来ており、参加者

からの評判を 聞いて参加する 場合や、友人同士、老

人クラ ブな ど、地 域のネ ッ トワー クを介 した参 加

が多く、その参加者がまた近隣に働きかけること
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で、セ ミナー が晴報源と して 活用さ れる 範囲が広

がってきている と考えら れる。

また、大東町の食の伝承行 動を年代別に見ると、

年代が上がるほど食文化の伝承に積樹生が見られ

ると考 えられる。４９才以 下も共食を重 視 しており、

食情報の伝 達の積 極性 が見ら れている こ とから、
セミナーが地域に伝わる伝統的な日本型の食生活

の見直 しや継 承に活用できる ことが期 待さ れる。

健診緒果と総合して年代別の食行動を見ると
、

食晴報や食物の家族や近隣間でのやりとりの重要

性と、４０，５０ 才代 を対象と した地区特 性を踏まえ

た食の伝承する行動を重視した食教育が重要と考

え ら れ た。
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